
はじめに

平成１３年１２月，石川県書写書道教育連盟の第１２回研究大会を根上町に

て開催いたしましたところ，県内外各地から数多くの方々がご参加<ださり，

貴重なご意見とご支援を賜わり，誠に内容のある研究発表の会となりました。

とりわけ，講師の町川哲先生には，遠路遙ばるご来県いただき，永年に亘

る実践に即した貴重なご指導と示唆に富んだ指針を賜りました。また，本研究

大会の開催にご支援をいただいた石川県教育委員会・根上町教育委員会をはじ

め，関係の各位，そして，ご参加下さって，熱心にご討議いただいた先生方に

厚くお礼申し上げる次第です。

４月より，義務教育では新教育課程の授業が開始され，文字を書くことは学

習の第一歩であり，教育の基本的活動として，さらに重要視されていくことと

思われます。そして，この基礎学習から総合化・情報・国際化・環境学習等

の，今曰的・多様化された教育活動が展開されてゆき，石川県においても本県

特有の伝統文化・歴史・環境に即して実践的教育がなされますが，何れの場面

でも，相手に自分の心を伝える手段としての，確かなコミニュケーションー書

写力と発言カーが求められます。本連盟が掲げる「基礎・基本をふまえて，豊

かな心を育てる書写書道教育」の意義もここにあり，そして学校教育における

不登校・学級崩壊等の今曰的課題も「豊かな心を育てる」との連盟の主目的に

よって達成されることでしょう。

本大会では，全国大会の研究の実態と本連盟の先生方の常日頃の研鑑の成果

発表等を基に今後の書写書道のあり方について鋭意検討されました。本研究大

会の成果が，本県の書写書道教育及び各会員の更なる進歩の一助となることを

願って，本誌を発行いたしました。

会員各位のますますの御健勝と研究・教育に向けての更なるご発展を心から

祈念いたしましてごあいさつといたします。

石川県書写書道教育連盟

会長藤則雄
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第１Ｚ回石川県書写書道教育研究大会
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｢基礎・基本をふまえて，豊かな心を育てる書写書道教育」｢基礎・基本をふまえて，豊かな心を育てる書写書道教育」

主催:石川県書写岱道教育連盟

後援:石川県教育委員会

：根上町教育委員会

：石川県私立幼稚園協会
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研究傷議会Ｉ（全国大会報告）（１０：３０～１２：００）２：００）研究笛

「書写害遺教育における今日的畷■～全團の実箇を受けて～」

①全曰本書写書道教育研究会北海道大会報告

レポーター：柿木千鶴〈松南小学校〉

②全曰本高等学校書道教育研究会報告

レポーター：中川悦幸〈翠星高等学校〉

③報告を受けてディスカッション

司会八田和幸(港中学校）記録大下佳弘(辰口中学校）

研究笛蜜会Ⅱ（実圃報告）（１１：３０～１２：００）研究笛蜜会Ⅱ（実圃報告）（１１：３０～１２：００）研究笛

｢授業実践に向けての具体的手立てを探る－授業実践から－」

④高等学校実践発表

「心をこめて創作するための－試み～漢字仮名交じり文」

発表者水上真由美(金沢商業高等学校）

助言者塩泰尚(石川県教育委員会指導主事）

司会広畑登代子(鶴来高等学校）

記録野村典子(辰巳丘高等学校）

１２：00～１３：１５昼食休憩

参加者《小ホール》:理事会(2F･会繊室）
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研究笛岱会Ⅱ（実■報告》（１３：１５～１３：４５）研 ４５）

｢授業実践にむけての具体的手立てを探る～授業実践から～」

⑤小学校実践発表

｢文字を書くための意欲を引き出すための書写学習の広がり」
－総合的な単元における生き生きとした場面の設定と授業の工夫一

発表者堀順一郎(菅原小学校）

助言者岡部朋代(石川県教育センター指導主事）

司会大浦努(不動寺小学校）

記録中辻育代(粟生小学校）

全体会・蜀洩 (１３：５５～１５：３０）

全体会あいさつ・祝辞

講演

｢書写指導における具体的実践にむけて

～香川県の実践例をもとに～」

町川哲氏(香)Ⅱ県土庄町土庄小学校教諭）
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実協議研 会 Ｉ報 告

大会参加レポート

研究協議会のまとめ



第４２回全曰本書写書道教育研究会

北海道大会参加報告

松任市立松南小学校

教諭柿木千鶴

平成１３年１０月１１曰（木）・１２日（金）1．会期

２．場所札幌市立桑園小学校・札幌市立陵陽中学校・ホテルライフオート札幌

3．大会主題生きる力をはぐくむ書写書道教育

・小学校課題「子供の思いや願いを大切にし,生活に生かす力をはぐくむ書写学

習」

６中学校課題「生徒自らが学び方を身につけ,生活に生かす力をはぐくむ書写学

習」

・高等学校課題「豊かな表現力と,書を生活に生かしていく心情を育てる書道教

育」

・大学課題「教員養成課程における書写書道の実践的指導力の育成」

４授業内容（桑園小学校第３学年・第４学年）

（１）授業参観より

☆第Ｓ学年「点画名人選手権！」筆づかいのまとめ

《単元設定の工夫》

・本単元は,５月から学習してきた点画の復習とともにその点画を使って他の文字

も書くことによって,学んだことを広げていく力をつけたいというねらいで計画

されている。

・本時は２/３で,前時では自分の挑戦したい点画と漢字を決め,練習している。そこ

でまずその練習作品を見て,今曰の練習のめあてを持つことから本時が始まった。

グループは次のＳつであった。

＊横画グループ＊たて画グループ＊払いグループ

＊点グループ＊おれグループ＊はねグループ

．うまく書けないグループを取り上げ,みんなで話し合いの場を持っていた。

そのとき,点画ビデオを見たり,水書板に書きながら拡大器を通してＴＶに映して

見たりして,共通の課題にしていたのが良かった。

・筆を持っての準備体操として,いろいろな線の練習をしながら姿勢や筆の持ち方

を確かめているのが良かった。
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《練習方法の多様化》

，課題を各自で持ったことだけでなく,その課題に迫る練習方法も多様に用意され

ている。教室の前や後ろなどに配置された学習コーナーが追及の一つの場面とな

る。本時の課題や具体目標,個の課題を達成するために,児童が自己選択や自己決

定をしながら進めていくのである。主な学習コーナーと活用のねらいは次の通り

である。

ビデオ

教師の範書の代わりになり,連続した動きの中で筆づかいや注意するところ

がよく分かる。課題にあわせて２台準備されていた。

水書版

半紙大の水害版と筆,水が２セット用意されていた。乾けば何度でも使えるの

で気軽に練習できる。部分練習をくり返す時などに効果的。

名人プリント

練習用紙である。点画の練習を段階を追ってできるように,篭書き・骨がき・

始筆のみなどバラエティにとんでいた。

筆ペンプリント

毛筆ではむずかしいこともペンを使ってなら解決できることがある。硬筆で

課題に迫った後,再び毛筆に戻るのである。形やバランスを考える時に有効な

方法である。

また,硬毛の関連を計る展開にも役立つと思われる。

《まとめと評価》

・本時のまとめ書きを終えたら,前時の俺の横に貼り,相互評価をしていた。良くな
ったところにシールを張っていくという形の中で,個々の伸びが具体的に分かる。

また,友達同士で声を掛け合う姿も見られた。

・仲間からのアドバイスを参考に今曰の練習を振り返り,次時への意欲付けとして

いた。

☆第４学年詩の世界へ

《単元設定の工夫》

･本単元は,子供たちが毛筆と絵を積極的に組み合わせ作品化していく中で,自分の

文字のよさや毛筆を使うことの楽しさを実感させていくことをねらっている。

･総合・国際交流の一環として,ロシアの姉妹校に送るカードを作るという計画で，

丁寧にカード作りをしたいという動機づけも充分である。

《個の課題に迫るために》

･事前にカード作り①として,選んだ詩の情景を絵で表し,その絵に毛筆で詩を書き入

れる練習をしているが,そのときの考察を元に個人のめあてを持ち,そのめあてに

迫るための練習方法を本時では用いている。
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･罫線シートやます目シートなどから自分のめあてにあったものを選び絵シートの

下に敷いて練習をしていた。絵シートの上に透明のシートを置き,筆ペンで書いて

は,何度も消して書き直していた。

･個の課題を全体に広げるために,また相互評価の為に“作品評価コーナー”を設け

てあった。出来上がった作品を実物投影機で映し出せるように設置してあり,子供

たちは順次作品を映して見ていた。

《まとめと評価》

･本時はまとめ書きの前の練習の時間であった。絵と透明シートを重ねながら,字の

大きさ,バランス,字間などについて自己評価し,めあてカードに書き込んでいた。

また,実物投影機でお互いの作品を見合って成果を認め合う姿も次への励みになる

だろうと思われる。

（２）分科会から

・討議の柱は次の３点であった。

子供の思いや願いを大切にした学習であったか

学習が「生活に役立つ」きっかけとなったか

「引き出し」を「つくる」「つかう」について

１）

２）

３）

ここでは特に,Ｓ）の「引き出し」について引用したい。

｢引き出し」の意義付け

小学校部会でいう「引き出し」とは,子供たちが学習活動で得る知識,技能,関心,意欲，

態度,思考を包含したものと定義する。書写の窓口から見た「引き出し」は，「書く」
という技能・技術だけでなく,学ぶ力,学ぼうとする力,意欲,考え方も含む。

｢引き出し」をつくる

上のことを言い換えれば，「引き出し」とは学習における基礎・基本の部分であり，

子供たちが手にする「道具」であるといえる。子供の思いや願いを大切にしながら，

いかにしてこの道具を作っていくか,実践を通して考えていくことが必要である。

「引き出し」を使う

学習や生活での書く活動場面で,自分の中の「引き出し」のどれをどのように引っ張

り出して使うかということを考える学習である。このことは学習したことを積極的

に生活に生かしていこうとする態度を育てるベースともなりうる。

「引き出し」を使うには,それ相応のしっかりとした「引き出し」＝基礎・基本が身

についていなくてはいけない。よって,使う学習を考える時,どんな引き出しが作られ

ていることが必要なのかを見通して,構築していかなければならない。
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・指導助言から（山梨大学教授宮澤正明先生）

書写と総合を絡める実践も見られるが,あまりそれをしすぎると，“総合で書写がで

きるなら国語科書写を減らしてもいいのでは”ということになりかねない。書写の

時間の確保を考えないといけない。

書写授業の立ち遅れの原因の一つに,｢発問｣の吟味が無かったことがあげられる。

お手本通りに書かせるのではなく,考えて書くことができるような「発問」を工夫す

ることが大切である。

書写の時間だけでなく,曰常の書く活動でも適切な声賭けを行いたい。また,文字環

境にも気をつけたい。

・全体助言から（四国大学教授久米公先生）

授業案が視覚的に構成されており,学習活動や教師の支援がよく分かる。また,授業

のネーミングがよく,子供たちの興味・関心・意欲に繋がっている。

教材が工夫されており,教科書に頼っていないところが良かった。

「生活に生かす力」を育てるには,総合的・横断的な授業展開が必要だが,ただ単に

“時代が求めている授業，,をしたというだけに終わらせてはいけないのではないか。

授業の外で生かした場面を体験させることが大切だと思われる。

５．全体会

・大会主題解説生きる力をはぐくむ書写書道教育

どの教科の学習においても,基礎的･基本的な能力となる書写力を身につけるために，

児童生徒が主体的に書写書道学習に取り組むことで「生きる力」をはぐくんでいく。

「主体的に書写力を学ぶ」とは

①児童生徒が学習の中で自らが自らの書写力・表現力を身につけようと進んで取り組

むことであり,書写書道学習の基礎基本を習熟しようとすることである。

②文字に対する意識や感覚を磨いて,書写力・表現力を深め,広げようとする活動を生

んでいくことである。

この二つの学びが体験の継続となり,文字意識・文字感覚を深めて曰本語を大切に使う

児童生徒一人ひとりとして自信を持って育ち,人間形成としての「生きる力」に繋がる

と考えられる。

・全体指導文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官長野秀章先生

研究授業では,子供たちの表情がおだやかで落ち着いた様子だった。学習目標と内容，

評価が適切であったからではないか。特に,学習量を欲張らず子供の実態をつかんで単

元を組んであったのが良かった。

総合との関連においては,これからも論議されるべきであるが,課題解決や学習方法

といった,学び方の部分で力をつけていく必要があるのではないか。

また,画像としての文字の力というものをもっと考えていったらよいだろう。
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・記念講演青山学院大学教授小森茂先生

書写書道の存続論の前に,学校教育について考える必要がある。

新指導要領では,国語・算数に次ぐ時数が“総合”である。しかし,総合的時間が増えれ

ば増えるほど国語力が低下しているのではないだろうか。例えば,ポスターセッション

などで書かれた物に誤字・脱字が目立ったり,漢字本来の意味を知らずに使ったりして

はいないだろうか。

今後の書写書道教育を考えるにあたって,次の四つの場面で役立っているかを考え

ていかなければならない。

①文字力が国語科の中で役立っているか

②文字力が他教科の中で役立っているか

③文字力が総合科の中で役立っているか

④文字力が自分の生活の中で役立っているか

そして,確かな実力をつけたとき,保護者からの支持をえることができるだろう。

ｅ・終わりに

今回の北海道大会は，「生きる力をはぐくむ書写書道教育」をテーマに授業や提言が

行われた。特に小学校では，「子供の思いや願いを大切にし,生活に生かす力をはぐくむ

書写書道教育」を課題として取り組んだ実践や研究を見せていただいた。

「引き出し論」は基礎基本とその活用をうまくとらえた理論であると感心した。引

き出しの中身をたくさん作ることだけではなく,引き出し自体を増やすことも大切で

ある。この理論で考えると,書写学習で培った課題解決の方法,課題追求の多様性などは，

他教科,または本当に生きていくための力となりうると思った。

「何が身についたか」ももちろん大切であるが，「どのように身に付けたか」と言っ

た学習プロセスの重視,また,そういったいわゆる「学び方の学習」に視点を置き,書写・

書道のどのような指導が,児童・生徒の学力や人間形成にどう生かされたかを明らかに

し,それが普遍的な形で提供できる教育方法論の構築が必要となるだろう。

「子供の思いや願いを大切にした授業」の実現には,これまでの教師主導の学習から，

子供が主体となった学習への転換が求められている。私たちは,－人ひとりの子供との

かかわりの中で,それぞれの学ぶ力,学んでいく力を引き出せるよう,授業の改善を模索

していかなければならないと感じている。
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第２６回全曰本高等学校書道教育研究会三重大会報告

公開授業Ａ『漢字仮名交じりの書「言葉と書作｣』に参加して

石川県立翠星高等学校中川悦幸

・授業者菅生幸三(三重県立津東高等学校）

・単元名書道Ｉ「漢字仮名交じりの書」（東京書籍）

・単元の目標

ａ素材の文化的関心を促す。

ｂ書の基本的な美しさを考えさせる。

ｃ主体的な書作の楽しさを味わわせる。

・対象１学年（２２名）

・テーマ言葉と書作

本授業は､第６時限の５時限目である｡雰囲気を和らげる話術による､授業の展開は、

永年の経験で培った、生徒の心を離さないものであった。先曰のしし座流星群を話題に

して、全員に目を閉じさせ、今回と３年前の流星を観た感動を語り、生徒に星をイメー

ジさせた｡素材に対する、より深い感性を移入させ､毎時間､感想をノートに書かせて、

より生徒の心の深奥を知り、さらに的確な作品制作指導の、太いパイプとなっている。

おしきせの素材でなく、自分でじっくり、心と対話した上での撰文。次は、いかに表現

するか！！いよいよ現代作家７点の、作品の登場である。構成・文字の大小・強弱・

墨の潤渇・余白・落款の位置等解説のうえ、生徒に現代作家作品の感想をノートに書か

す。本授業で、作家作品に対する、生徒の感想討論があれば、更に別の角度から、鑑賞

眼が広がったのではないかと残念である。生徒が、どの様に鑑賞したのか、知りたかっ

た。前授業の作品は、模造紙に貼られ、前面の黒板と廊下に掲示されている。一人一人

の作品のよい点、直す点を的確に指導され、個々の感性を伸ばし、いやが上に創作意欲

を､掻き立てる。本授業では､心の発露を表現できるまでの､時間的余裕がなかったが、

最終時には、前回の作品と比べる事により、追求している目標に達した喜びを感じ、さ

らに、生涯にわたり、学び続ける楽しさ、生きがいに、つなげる事ができるだろう。本

授業では、古典を反映させていないとの事だったが、１学期に、充分に古典の臨書が、

なされているからこそ、悠久のロマンを感じ、さらに、現代の息吹を表現できる力の源

になっていると思う｡先生と生徒は､ノートにより、太い絆に結ばれているのだろうが、

その場で発言がなく、ノートとの対話だけの、生徒の生の声が聞けなかったことが、心
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プ＜≦害言已金乗〔’i既菖二）

記録部

（敬称略）

研究協議会Ｉ（全国大会報告）１０:３０～１１:3０

〈テーマ＞

〈レポート＞

「書写書道教育における今日的課題～全国の実践を受けて～」

全日本書写書道教育研究会北海道大会報告（柿木千鶴

全日本高等学校書道教育研究会三重大会報告（中川悦幸

鯆小）

鞄高）

<ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ＞ (司会八田和幸膳中、記録大下佳宏刷中）

小学校でも高校でも、自ら課題を見つけ、グループなどに分かれて学習する子

どもたちの姿に感心した。（感想）

古典の学習とは離れた形での漢字仮名交じりの研究があってもよいのではない

か。そこから古典を見直すという順序を入れ替えた指導も考えられる。（意見）

古典とは何を指しますか？（質問）

→（答え）漢字であれば唐の三大家、仮名であれば平安時代のものなど。教科書

に載っているものが中心。

・鑑賞指導のポイントあるいは観点には、どんなものがありましたか？

・生徒をどのように導いていくのか。指導の方向性を明確にした指導を心がけた

い。

豊かな心や感性が育ったと言えるには、作品にどう反映した場合ですか？

→（答え１）継続的に見ている指導者が感覚的にわかるもの。第三者にもわかる

ようにするには、これからの研究の深まりが必要。

（答え２）小学校では、できあがった作品ばかりに注目するのではなく、授業

に向かう意欲・姿勢の向上なども見ている。

ポートフォリオなどを活用した学習過程の評価が考えられる。

引き出し論は、おもしろい考えだと思った。書写を通して生きる力をつける一

つの方法になりうる。
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研究協議 会 1１報 生
■

実践発表レポート

研究協議会のまとめ



心をこめて創作するための－試み

～漢字仮名交じりの書の学習～

石川県立金沢商業高等学校教諭水上真由美

１，はじめに

昨年度、初めて高校書道を担当することになり、槽書の臨書から始めた。古典の魅

力、線の魅力を感じてほしいと思い取り組んだ。一つ一つ真剣に取り組む生徒がいる

一方、私語にもりあがり周りのことが全く目に入らない生徒、「先生、今日は何を書

いて提出するの？」ととりあえず一枚を書いて、後はおしまいという生徒も目に付き

だした。授業に集中できない生徒にも、まず「心をこめて」その一時間一時間何か感

じてほしい。そして、書の魅力を感じてほしい。そこで、関心・意欲を高めるために、

槽書､行書の臨書活動の後､創作活動に入る前に取り組んでみたことから紹介したい。

①写経

気持ちを込めて書く事を学ばせる教材として、古来、書の学習としての「写経」

を取り上げてみた。現在世間でも行われている写経について説明し、「心を込める。

集中する｡」ということを強調した。最後に自分の夢も書かせた。集中して心をこ

めて書くことにより、書く楽しさ、一宇一宇の美しさも感じ取ってほしいと考えた。

教室には集中したいい雰囲気がうまれていた。２時間から４時間で完成させた。た

だ、授業中にはなかなか集中できない生徒もいたが、その生徒は冬休みの課題とし

て完成させてきた。心のこもった作品ができあがっていた。

②大字書

自分の中にあるものを表現するとはどういうことか、それを感じさせる－つの方

法として、全紙に大きな筆で大きく一字書いて見せた。墨をたっぷりと付け、墨を

飛び散らせながら力強く筆を選ぶ。自分の中にあるものを体から一気に出すという

瞬間を見せると生徒もその表出にびっくりするらしい。歓声が上がった。穏やかな

感情を表現するときには、ゆっくり筆を動かした。その後生徒にも好きな文字を書
かせるといつもやる気のない生徒も張り切り出したのである。

昨年度はその後漢字の創作に入った。集中するという場面を設定した後は授業はや

りやすくなったように思う。自分の字で好きな言葉をいろんな形式で書かせたり、各

自好きな一つの法帖を何度か臨書させる等、設定した課題を一つ一つこなそうという

姿勢も見えてきた。また、人間関係もできてきたのもあってか、私語に対する注意等

にも耳を傾けるようになってきた。

生徒の現状把握にとまどいながらも、その場その場必要なことを考えやって来た。

最後に自分の作品を大事に持って帰る生徒もいる一方、いらないと置いていく生徒も

多かった。自分の作品に対し、愛着がわくようなそんな取り組みができないものかと

強くと感じた。
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２，漢字仮名交じりの書の学習の実践

（１）今年度の取り組み

今年度、勤務校が変わり、受け持っている生徒はレデイネスができている生徒が多
いのでこちらがねらっている目標は到達しやすい。だが、やはり心をこめるというの
は一番の基本のように思う。

今年度も臨書活動から入ったが、新学習指導要領では漢字仮名交じりの書の指導が

一番最初にきている。漢字仮名交じりの書どう取り組むかを考えた。和様漢字と仮名

のマッチした美しい作品も目に入る。奇をてらうことなく、古来の行書と仮名の美し

さを感じる。漢字と仮名の臨書活動を終えてから創作活動に入った方がいいのではな

いかとも思った。そういう古典に根ざした作品をめざすのも良いと思う。しかし、そ

うでない個性的な作品の中にも、心惹かれるものが多い。言葉への感動、表現したい

思いの顕れのように思う。漢字にもいろんな作風があるように、漢字仮名交じりの書

にもいろんな作風があって良い。まず、言葉を感じる所から始めよう。そして､自分

の字から入り、自分の良さを確認した上で、表現方法の工夫や鑑賞活動等を通して自
分にあった表現方法をみつけ、自分の思いを大事に表現してほしいと考えた。そして、

表現の幅や魅力を深めるという目標につなげたいと考えた。

（２）学習内容

①心をこめる（２時間）

ロダン、佐藤勝彦、中川一政の芸術（書）に関するコメントを紹介し、形の美しさ
よりも、心を込めた美しさ、生きている書、素直な書の美しさを大切にしてほしいと

伝える。その後、少し長い文章「つまずいたおかげで」と「負ける練習」のいずれか
好きな方を自分の字で一生懸命に書くという課題を与える。

とても心を打つ文章なので、書きながら心がこもっていくと考えた。「つまずいたお

かげで」を選んだ生徒が多かった。とても静かな雰囲気で皆一生懸命取り組んだ。素
直な作品ができあがったと思う。【資料１】

②言葉を探す（１時間）

図書館で自分の好きな言葉をさがす。プリントを用意し、少字数のもの（熟語など）
からことわざ、格言、そして多字数（詩など）のものと、良いと思ったものを書かせ
る。次回からいろんな書き方を学んだ後で、自分の好きな言葉の創作に入ることを伝
え、日常生活の中でも意識して探してみるように伝える。 【資料２】

③いろいろな表現方法を学ぶ（３時間）

ｉ「軽快」と「重厚」な表現の学習（１時間）

「いろは歌」を題材にし、「軽快」「重厚」をイメージさせ、二通りの表現をさ
せる。軽快なもの、重厚なものを具体的に問いかけ、いろいろなイメージを出さ
せた上で、それをイメージしながら書くという課題を与える。軽`決なものは、「風
船」「綿」「空気」「雪」など、重厚なものは、「石」「岩」「机」「家」などの意見
が出た。それぞれどんな雪か、どれくらいの大きさの岩かなど具体的にイメージ
させる。書いている途中、太いだけのものには、「もっと重く、根が生えて引っ
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張れないくらいに」など声かけをし、イメージをさらにふくらませた。その後感

想（両者の違い）を自由に書かせた。生徒はイメージが違うと書き方も違うし、

雰囲気も変わってくることを感じ取っていた。【資料３】
ｉｉ表現効果の学習（２時間）

題材「しあわせはいつもＣぷんのこころがきめる」

前回の授業（軽重の違い）の生徒の感想を紹介し、自分が描いたイメージ

によって、できあがる作風が変わること、書き方（力のいれ具合等）も変わ

ることを再認識させ、今回はいろいろなイメージを大切にして、いろいろと

工夫をこらして書いてみることを伝える。

（１）心を込めて書く。

（２）いろいろなイメージでかく。

ア熱くエネルギッシュに

イ大らかに、広がりを持って

ウ気持ちを凝縮させて

（３）構成を工夫する。

ア行間の工夫

イ行の固まりと、段差

（４）表現の仕方の工夫

ア墨の濃度

イ線の太さの変化

ウ文字の大きさと余白

（５）自分の気に入った作品をつくる。

１時間目は（１）（２）（３）を、２時間目は（４）について気を配った作品を書

き、最終的に－番自分のイメージにあった作風で一枚提出させる。－番好きな作品

に印を押して、計約１０枚すべて提出させる。

生徒の作品を見ると、（１）の作品と最終作品はかなり変化している。指導では

殻を破るように、実際に水害版で試書してみせた。熱くエネルギッシュに書いてみ

せると、筆を置くときに水書版の音がするので、表現効果も倍増した。いろいろな

パターンで書いていくうちに、指で書き出す生徒や行を曲げたり傾けたり、自由な

発想で表現する生徒もでてきた｡自分の好きなものができるまで何枚も書いていた。

力強い作風を取り入れた生徒、太さの変化や構成の工夫を取り入れた生徒などそれ

ぞれ自分にあった表現方法を選んでいた。【資料４生徒作品】

④自分の好きな言葉を書く（２時間）

１時間目はいつもの半紙を自由な大きさに切って書かせた。ほとんどの生徒は自分

の好きな言葉を見つけてきていた。まだ見つけていない生徒には私が持っている本を

用意しておき、参考にさせた。

書いているうちにいろんな言葉がでてきて、自分の言葉をたくさん書き出す生徒も

でてきた。

２時間目には色のついた和紙も用意した。まず、前回の生徒作品の鑑賞を行い、良

いところ、工夫したら良いところを確認し、各自の作業に入った。好きな言葉の出典
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も聞くと、中学校の先生の言葉だといって、大事に書いている生徒もいた。「まずは

人のため」先日亡くなった先生で、部活動の顧問だったという。心が熱くなった。又、

自分の言葉をつくりだして、たくさんの言葉を次々と書き続けている生徒もいた。最

初はすさんだ言葉が多かったが、最後の方は温かい言葉に変化していたのには驚かさ
れ、とてもうれしく思った。一つ一つの言葉をそれぞれが大事にして自分の手を通じ

て一所懸命書く姿には感動を覚えた。はがきも用意し、この後予定している手作りの

額に入れることも伝えた。【資料５生徒作品】

⑤自分の言葉を書く（３時間）

自分の言葉を表現する事が難しい生徒もいると考え、基本的にはどんな言葉を書い

ても自由だが、「なりたいもの」を書くという課題を提示する。宮沢賢治の「雨ニモ

マケズ」を鑑賞し、自分はどんな人間になりたいか文の長さは問わず書いてみるよう

指示する。鑑賞においては、まず宮沢賢治がどんな思いで書き綴ったのか、どんな人

間になりたいと思っていたのか、心情を感じ取ってほしいと思った。その上で、文字

からも賢治の思い、人柄が感じ取れたらいいと考えた。自然の声が聞こえたり、１９

５０年の農業を予見している等の賢治にまつわるエピソーＦも紹介し、自然との調和

を重んじたそんな賢治の姿もイメージさせ、自分の願い（言葉）を込めて書くという

作業に結びつけたいと考えた。

２時間目にはその課題を自由な表現方法で書かせる。絵と言葉が一体になっている

作品や、生徒作品も紹介し、用紙もいろいろ用意しておいた。３時間目には、④と同

様、生徒作品の鑑賞を行った後、まとめの作品として、－つ完成させた。
【資料６生徒作品】

⑥鑑賞、評価（１時間）

クラス全員の作品を張り出し、相互評価を行わせる。いくつか好きな作品を選ばせ、

自由にコメントさせる。また生徒に自己評価もさせた。中には「字がきたなかった。

真剣に書こうとすると、かえってきれいに書けなかった｡」というコメントがあった。

作品をみると、確かに一宇一宇はきれいとはいえないかもしれない。しかし、そこに

は自然な行の流れや迫力という魅力が感じられた。また、「最初は自分の好きな言葉

なんてなかったけど、探しているうちに何とか見つかった｡」「言葉を探しているうち

に、たくさんいいなあと思う詩が見つかった。言葉探しが楽しかった｡」という言葉

に関する感想もあった。

他の生徒の作品鑑賞の感想からは､それぞれのクラスメイトの個性を感じていたり、

いろいろな良い言葉を味わったり、新しい発見がたくさんあった様子が伺えた。皆お

互いに刺激を受けていた。【資料７】

⑦飾る（２時間）

木の枝を使って、手作りの額を作った。参考作品を用意しておいたが、生徒は皆、

木の枝の特徴を生かしながら、個性的な額を創り出していた。皆楽しそうに自分の作

品を自分流に飾っていた。木の枝は学校の周り（校庭や中庭など）の木の下を中心に

拾ってきた。放課後に、相談室登校の生徒や、よく書道室に顔を出す生徒と一緒に拾

ってきた。いろいろな木の種類によって強度や雰囲気が違ってくるので、時間に余裕
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があれば、授業の１時間を使って、生徒と一緒に拾いにいっても、さらに創造性が深
まるだろうと考える。 【資料８生徒作品】

３，おわりに（今後の課題）

「自分の字から始める｡」どこまで生徒は書けるのだろうと不安があったが、取り

組んでみて、心配は無用だったことに気づく。言葉に感動し、それを自分の字で表現

する、それもこだわって。試行錯誤しながら、自分の気に入ったものを創り出す過程、

その姿を見ることができてよかったと思う。そして、自分の字をより魅力的なものに

するための今後の活動に、より積極的に眼を向けさせることができたらと思う。

表現方法の教え方については、まだまだこれから考え、学んでいきたい。今回は余

白のとりかた、文字の大きさのバランス等は教科書の作品を例に分析を加える程度で

努力目標としたが、３学期仮名を学習し、そこで文字の大きさの変化、行のちらし、

連綿、余白などについても、さらに学ばせたいと考えている。

又、線の魅力をどう深めていくかについては、この創作の段階で取り組むのか、他

の臨書活動の中で集中的におこなうのかについても検討を重ねていきたいと思う。

その他、鑑賞方法について、他の先人達の魅力をどのように鑑賞するか、臨書活動

で感じることが多いとも思うが、有効な作品はどういうものか。漢字仮名交じりの書

の鑑賞法についても今後考えていきたいと思っている。

今回は「飾る」というところまでふくめ、生活の中に作品を取り入れてほしいと考

えた。書が、言葉が、もっと生活の中にはいっていってほしいと願いつつ、今後教材

研究を深めたいと思っている。

－１９－
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》》息》畷謬塞》釘ツル｛刀回Ⅱ

軽快な感じで書いているときは、重厚な感じで書くよりも、

力を入れずに書きました。

それに風船など軽いものをイメージしてかきました。

重厚な感じで書くときは、軽快な感じよりも力強く書きま
した。

蕊■！ 重厚な感じで書くときは気持ち的にも重～くはいってみた。
ゆっくり密いた。軽快な感じで書くときは軽い感じではい弓
さらっと書いた。書くときのスピードが違った６

軽快な感じで書くときは軽い感じではいった。
書くときのスピードが違った６

生徒のコメントから

快・・すらすら書いた。文字がつながった。力は入らなかった。小さい。筆先だけ使った.優しい気持ちになった。きれいだ。

厚・・ゆっくり書いた。一画一画しっかり書いた。力強く書いた。強く握っていた。力が入った。大きい。好き。私は重厚派だと思った。
時間がかかった。どっしりしている感じ。厳しい感じ。インパクトがある。

気の持ちようで字がすごく変わるので、気持ちって大切だと思いました。
文字の形が変わった。

軽快・

重厚．
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【資料刀

漢字仮名交じりの書鑑賞表

秦白hな作品ができあがりました．クラスのみなさんの作品を座負しましょう．

★いいなあと思った作品はどれですか．どんなところが好きですか？コメントを自由に=いてください．
－醤好きな作品に二亘丸をつけてください．

コメント

さんのという作品

さんのという作品

さんの

★他の人の作品について思った事を自由に谷いてください．

｢全てはきっとこの手の中にある」という歌詞が
大好きで書きました。自分の手の中にはいろいろ

なものや可能性が詰まっていると思う。★自分の作品について

①次の■点で5段階でDP債してください．（A~E）
－どのような思いを込めましたか．

完同上且［

自分の思い…られたか（）（
表現の工夫ができたか（）→どんな工夫をしましたか．

一生懸命取り組めたか（）（
②自分の作品について自由に■いてください.ｓきながら思ったことでも、Pも蝿です．

実際に飾りたいと思う作品があった。

１
Ｊ

みんないろいろな事を考えているんだなど思い

ました．その人その人の個性が表れているような

気がしました。

（Ｈ番・氏名

、E料ＢＪ

2４



文字を書く鰍を引き出すための書写学習の広がり
一総合的な単元における生き生きとした場面の設定と授業の工夫一

野々市町立菅原小学校

堀ｌ頂一郎

１．ぼじめに

わがクラスは６年生，３９名のクラスである。習字教室に通っている児童は

４，５名程度である。休み時間などは活発に友達と遊んだりしているが，授業

となると消極的で控えめな児童が多い。

４月当初，書写の授業では，「ああ～嫌や・・・」，「めんどくさい｣，「俺，

字きたねえし」などマイナスの発言が多く聞かれ，毛筆の時間となるとさらに

その声が大きくなるような現状であった。また子供達の関係の中で生まれた「○

○さんはうまいけど，俺なんてどうせ下手やし.・・・」など消極的な声も聞

こえるような状態であった。

このように，書く意欲が失われる原因は，子供たちが書写学習に取り組む際，

手本を重視するあまり文字の形にとらわれすぎてしまったり，形よくかけてい

る友達と比較して自信をなくしてしまったりするのではないかと考えた。そこ

で－学期から①心を込めて書くこと，②以前の自分の作品と今の自分の作品と

を比べ，変わった所を見つけるの２点を中心に取り組み，「字はその人の心を

表すもの。だから上手い，下手は関係ないんだ」と励ましてきた。

また，書写の時間はいつも字を上手く書くための練習の時間というイメージ

が強く消極的になるので，少しでも意欲が高まるように，年間を通して教科書

を中心とした基礎・基本の学習に加えて，総合的な学習や他教科の発展学習等

に，書写の要素を取り入れた総合単元を構成し，書写で学んだことを生かす場

の設定を行った。

－２５－



２．急F微を列き凸すための学習の広が夕

４月の国語の「短歌と俳句」の発展学習として行った『芸術家になろう！』

では，色や大きさが様々な色紙を用意し，その中に自分の好きな俳句と絵を書

き入れた。いつも以上に何枚も練習する姿が見られたり，意欲的に取り組んで

いたように感じられた。子供達の感想では，「紙に模様や色があって何かうま

くなったように思った」や「筆ペンで書いた方が小筆よりも書きやすい」や「い

つも白と黒で暗いイメージだけど，紙の色や絵があって明るい感じがして楽し

かった」などがあった。

また，コンピューターの普及により，身の回りから手書き文字が少なくなり，

活字が多く見られるようになってきた。そこでコンピューターの時間に，手書

き文字と活字を比較し，手書き文字の良さなどに気づくきっかけとなればと考

えた。しかし「手書き文字の方が温かい」や「手書きの方が気持ちを伝えると

きはいい」の意見も出たが，「活字の方が見やすい」や「きれい」という意見

が多かったのが残念だった。

今後の予定として，自分の好きな言葉や文字を書く書き初め，卒業記念の色

紙や保護者・先生方との会食会の招待状などを創造的な活動として取り組む予

定である。

書写の時間での基礎・基本を生かす場面のある取り組みを定期的に取り入れ

ることで，子供達にとってすごく意欲がわいてくるように思う。

露

－２６－

①「芸術家になろう！」
･自分の好きな俳句を選ぶ石
● /ｉＥう青の気挿ち，／惇景を`愚し'浮かべ，色紙に俳句と綴を工夫して書く。

国語

図工

②「手書き，パソコンどつちが良い？」
･手書きと活字を比べたり，お唐の青ｲｶE，メニュー表;などをもとにして
書写につし】て考え直してみる。

総合
国語

図工

③「ひらがな覚えてる？」
．正しし)ひらがなの形をもう ￣

」且；５０葺菱;をもとに確認し練習する。
国語

④「深･小学の友達に年賀状を送ろう！」
● '星ふる夜／で学んだことを生かして，簾･小学の友慧に心を込めて
年賀#fを書く。

総合

⑤「自分の好きな言葉を書き初めで書こう！」
･癖年の自分の,愚′》を書き初めに菱；し，心を込めて書く。′夢の実冤」等

国語

⑥「卒業記念に自分の好きな言葉，文字を色紙に書こう！」・・・・予定 国語

総合

⑦「会食会の招待状を感謝の気持ちを込めて書こう！」・・・・予定 学活

⑧「平和書道展に出品してみよう！」 ， ｢硬筆コンクールに出品しよう！」 国語



３．実A肇勿

本校では，町の交流事業として中国の深・小学と交流をしている。今年度は

深・小学の友達を受け入れる立場であった。中国，深・についての調べ学習に

入る前の事前アンケートでは，中国と聞いてイメージするものの大多数が漢字，

書道，烏龍茶などであった。そこで，学習を進める中でどのように深･小学の

友達を歓迎しようかと昨年ホームステイした友達の話などを参考にし相談した

結果，一つとして中国語で歓迎の言葉を書くことになった。

文字は，中国語について調べたグループの資料を参考にし，以下の中から選

択して心を込めて書くことにした。

「迎（ようこそ)」，「加油（がんばって)」，「深・（しんせん)」

「謝謝（ありがとう）」，「再見（さようなら）」，「･好（こんにちは)」

目西国．． 鼠.印の．． ての團型の２２目四国

今までの書写の時間と違い，作品が具体的に生かさせる（相手の存在がある）

という面や深･小学から頂いた児童作品に刺激を受け，できる限り気持ちを込

めてう亥ぐ書こうと」勅Fi7ま凌考をになっていく児童の姿勢も見られた。

また，クラスのみんながたくさん

の思い出を作った直接交流を終え，

総合的な学習『広げよう友達の輪』

の活動３として，身近に感じられる

ようになった深・小学のみんなに年

賀状を書くこととなった。ふつう年

賀状は葉書に書くものではあるが，

用紙（種類，サイズ）や筆の種類は

限定せず，言葉も自分が最も書いて

みたい，書きやすいものとし，創造

的な活動になるようにした。

時数カウントとしては，書写単元時数カウントとしては，書写単元『文字の大きさと字配り』の発展学習とし

ての第三次にあたる５時間を総合的な学習『広げよう友達の輪』の活動３に組

み込むかたちとした。

－２７－



国語科書写

『文字の大きさと字配り』３時間

指導計画
第一次「星ふる夜」を書くことを通して，

漢字と仮名の大きさの違いや左右の
文字の並び，余白などの字配りの難
しさに気づく。

第二次個人で課題，練習を考え，文字の
大きさと字配りに注意して「星ふ
る夜」を書く。

０

一次の．．

○特に「夜」の縦画がすっきり書けないということで

縦画の部分練習や「夜」を何回も繰り返し、納得い

くまで努力していた。

ﾉﾘに人の繍葱「ふ」は２の方がうまく書けたけど、自

分自身の課題だった「夜」がうまく書けて良かった。

○いざ、毛筆で正しく「ふ」を書こうとすると、形が

わからず、手本を参考に何度も「ふ」の練習をして

いた。

ﾉﾘに人の４，随マ「ふ」の正しい形がわかって、うまく書

くことができて良かった。

○どうしても漢字が大きくなりすぎるので、マス目シ

ートを使ったり、手本の上をなぞったりしていた。

また１時限に１０枚以上書くなど、納得いくまで、

がんばっていた。

ﾉﾜﾋﾉ(の４９随７最初に書いたのと比べてすごくうまくな

ったような気がする。やっと書けた。つかれた～。

－２８－



本時の学習

①目標.「星ふる夜」で学習したことを生かして，前時で見つけた各

自の課題を達成するために練習を工夫して，年賀状を書くこ

とができる。

．深･小学の友達との楽しい思い出を胸に，心を込めて創造的

に年賀状作りを楽しむことができる。

(１）

②準備・プリント（計画）・ビデオ（筆使いの基本）・水書版

・ピニルシート・挿絵プリント（必要な児童）・大筆

・用紙（半紙，色紙（大)，色紙（小)，葉書，短冊，模造紙）

・手本（平仮名五十音表）・手本（年賀状に出てくる漢字）

③練習方法の工夫

課題を各自が持つだけではなく，その課題に迫れるように練習

方法も多様に用意し，教室の前や後ろ，廊下などに各コーナーを

設ける。また，課題を達成するために，児童が自己選択や自己決

定をしながら進めていけるようにする。主なコーナーは次の通り

である。

･文字と仮名の大きさ？，文字や行の中心？→マス目シート

･筆圧，姿勢→運筆練習

･基本的な筆使い？→ピデオコーナー

･文字の形？→手本コーナー

･止め，はね，払いなどの部分？→水書版，掲示プリント

･挿絵，文字，余白のバランス？→ピニルシート

；
邉j二Zﾘﾆ上二j産j翼史】L薑j屋ﾕ;Klj鬘fij窪；

－２９－



④展開

－３０－

児童の活動 教師の支援○と評価◎

■￣～

ｒ－－－－－－－
、

グー＝抗一グーーグ

･年FR状がうまくできたぞ！

は完ぺきに完成させるぞ！

－－－□￣ダニー｣－－ワグーグ

可

、

Ｉ
、

－－－J

練習
￣Ｉ

○本時の目標に気づく

ようにポイントを押

さえる。

｢漢字と平仮名の大きさ」

○前時までの児童作品

数点を掲示し，振り

返りをする。

◎前時までの学習，プ

リントをもとにして

自分の課題を確認で

きたか。

○それぞれの課題に対

しての練習方法を例

を提示して確認する。

◎自分の課題克服のた

めに意欲的に練習，

工夫できたか。

○運筆に悩んでいる児

童やどうしてもわか

らない児童に対して

は ， 筆をもって体感

できるようにする。

○各自の課題と－枚目

の作品と比べポイン

卜が明確にわかるよ

うに助言する。

○友達の立場から評価

してもらう

(相互批正）

○本時の成果と課題が

次時に生かされるよ

うに意識させる。

◎心を込めて書くこと

ができたか



（２）授業を終えて

・多様な練習コーナーを設けることで，意欲的に練習コーナーで練習し

ている姿が見られた。しかし自分の課題達成に向けての練習ではなく，

興味本意ですべての練習コーナーに行く姿も見られた。子供達が意欲的

に取り組むという点ではとても良かったが，反省として一人一人がもう

少し課題を見つめ直す観点を明確にする必要があったように思う。

・平仮名の形や小筆，筆ペンの使い方で苦労している子供達がみられた。

今後の課題としてその点をどのように取り組んでいくかが重要である。

．実際に交流した友達に送るという面で，各自が個性を出し楽しそうに

取り組んでいる姿が印象的であった。

・友達と相互評価したことや，友達の取り組みに影響を受けて前向きに

計画が変わる子供も出てきた。

大筆に比ぺ、小筆は書きにくいという

ことで繰り返し練習。小筆は憤れた？

模造紙に大筆を使って練習中。

模造紙に文字や絵を入れて練習。

変えていろいろレイアウト

肇書に挑戦！黒板や水書版を墨の色を

使ってどの形が良いか検討中。

－３１－



（３）児童作品

初めて、朱色の墨に挑戦。

計画だったが、字の大き（

え、半紙に変更。

墨に挑戦。当初色紙に書く

字の大きさやバランスを考

「賀正」を強調させるために、文字の大

きさだけではなく、筆をかえて目立つよ

うに工夫。

綴

模造紙に－番最初に挑戦１余白の部分を

どのように生かすかということで、墨を

使ってイラストを書き入れた。

ミニ色紙、短冊に挑戦。筆で絵を描く

ことで小筆の使い方も少しは慣れたかな

ふつう葉書に挑戦。憤れない小筆と文字

が小さいということでみんな苦労してい

た。

蒙書に挑戦。クラスの仲間がこういう文

字があることを発見するよい機会になっ

た。

－３２－



４．成果と課題

４月当初，書写に対してマイナスイメージが強く，まずここから変

えないと何も始まらないと考え，一番最初に様々な色の色紙に俳句と

絵などを工夫して書くという取り組みをした。子供達は，今までの白

い半紙に黒い墨という白黒２色の暗い世界と違って，何か明るく新鮮

な気持ちで取り組んでいたように思う。また，文字の形などにいっさ

いこだわらず，心を込めて書くという気持ちの部分と自分の変容に気

づくことの２点を中心に取り組んできたため，少しずつではあるが自

己否定する考え方や書写に対してのマイナスのイメージが少しずつ変

わってきた。大きな変化として，用意するときに必ず出ていた「めん

どくさＷという言葉がなくなった。

子供達が意欲を持って書写に取り組むという点においては，今まで

の基礎基本の練習で終わるのではなく，学んだことを生かす場として

総合的な単元を構成することで，何枚も何枚も練習する子供達や放課

後納得いくまで練習していく子供達が出てきており，クラス全体とし

ても「うまく書くにはどうすればいいん？」など書写に興味を持つ子

供達が増えてきたように感じる。

子供達の意欲という面においては，成果はあったように思うが，基

礎・基本の技術的な面においては課題が多く残った。自分自身，気持

ちの部分を強調しすぎたり，書写の学習で学んだ基礎・基本を生かす

というより，練習だけの書写から書写を日常生活に生かすということ

ばかりに目がいったために，本来学ぶべき基本的な技術面が疎かにな

ってしまった。

来年度に向けての課題としては，基礎基本の技術的な面と意欲につ

ながる気持ちの部分のバランスを考えて取り組んでいく必要がある。

－３３－



研究協議会Ⅱ（実践報告）１１:30～昼食休憩挟んで～１３:4５

くテーマ＞「授業実践に向けての具体的手立てを探る～授業実践から～」

<レポート＞高等学校実践発表「心をこめて創作するための－試み

～漢字仮名交じり文～」（水上真由美鍬麟間）

<質疑応答＞

（助言塩泰尚鰍委、司会広畑登代子ｉｉ縮、記録野村典子駝脇）

漢字仮名交じり書の鑑賞は，どのような方法で行ったのか。（質問）

→（答え）友達の作品については、いいところを中心にコメントを自由に書いて

相互評価とした。また、自己評価としては，完成度だけでなく字にこめた思いや

表現の工夫，取り組んだ姿勢なども合わせてふり返りをさせた。

生徒達の自己評価を，教師自身はどう評価するのか。（質問）

→（答え）自己評価は自分に対しての厳しさとも取れるので，正確な評価は難し

い。一生懸命やったがうまくいかなかった等，自分の試行錯誤が出ている姿に

ついて評価したいと思う。

今回は小筆を使用した小さい作品だったようであるが，大きな作品の制作につい

てはどのように考えていらっしゃるのか。（質問）

→（答え）まず，家に飾る作品をと考えた。大きな作品は次の目標とし，まず小

筆を使った作品に取り組ませた。

相互評価の評価表は、どのように生徒に返すのか。

→（答え）これからの課題であるが，よさが残るような一覧表を考えていきたい。

（助言）学習指導要領の最初に書いてあるのが関心意欲態度であることから分かる

ように，このことが最初の目的であると同時に，最終目的であろう。生涯に渡って

書に親しんでいく態度を養う，こういった観点を大事にされた実践だと思う。同様

に自分の作品に愛着がわくような取り組みとして，教師が生徒の作品を大事にし作

品集などにして返してあげるというのも，生徒の心には良い思いとして残ることだ

ろう。

すさんだ言葉を書いている生徒にどのように温かい言葉を学ばせ，自発的にでき

るようにするかを教師が工夫することではじめて豊かな心を育むことができる。い

ろいろな場面を分析し，自分の授業に計画的に取り入れてそれを残し，次の授業に

役立てていくことによりそのねらいに沿った授業の展開ができるのではないか。

授業に当たっては，関心意欲態度，芸術的な関心や表現の工夫，創造的な表現の

技能，鑑賞の能力，これらの能力をつけ，育んでいくためにどうすればいいかとい

う観点で計画的に授業に臨んで欲しい。

－３４－



<レポート＞小学校実践発表「文字を書く意欲を引き出すための書写学習の広がり」

－総合的な単元における生き生きとした場面の設定と授業の工夫一

､（堀順一郎菅原小）

〈質疑応答〉

(助言岡部朋代鰍ｾ、司会大浦努不動制'、記録中辻育代雛ﾉ１１）

パソコン（活字）と手書き文字の使い分けをどういう風に児童に考えさせたの

ですか？（質問）

→（答え）食事をする際お店にあるメニュー（お品書き）が、どう書かれている

とおいしそうですか、という問いかけをした。もちろん単純な結論は出せないが、

文字意識を高め、活字と手書き文字、それぞれの特質や使い分けを考えるきっか

けにはなった。

児童に付けたかった力は何ですか？（質問）

→（答え）書写的には、漢字とひらがなのバランスを考え、文字の大きさ・字配

りを課題とした。総合的な学習のねらいからは、具体的には年賀状を書くことで、

意欲の高まりや児童同士の人間関係の向上、友情の深まりを期待した。

書写学習のまとめとしての卒業制作で、色紙に漢字二文字を書く取り組みをし

たとき児童の真剣さを引き出すことができた経験がある。生徒のやる気を引き出

す取り組みの工夫は？（質問）

→（答え）色紙や短冊など、書式を変えてみるのも効果があった。

文字の大きさや中心・バランスをそろえたりするために、紙を折ったりする生

徒がいる。その扱いや支援について教えて欲しい。（質問）

→（答え）小学校書写の全体的な趨勢まではわからないが、特に縛りは設けず、

下敷きに書かれた枠や線などを参考に書くよう指導している。

（会場からの意見）

.うまくできたという気持ちにさせるために認めている。

・目当てに応じて使い分けている。

（助言）「書く」という活動は、学校生活において欠くことのできないものである○

「総合的な活動」の取り組みの中では、ポスターや案内状に書かれた文字を見る.中

学生ともなれば大人顔負けの文字を書く生徒もいる一方で、デザイン性に走りすぎて

とめ．はね．払いをデフォルメ・省略しすぎる文字も見ることもある○目を引くが、

読みにくい。基本的な部分を書写の学習で押さえる必要がある○

四月から現在に至るまでの取り組みで、児童の心が育って来ていることが十分うか

がえるし発表であったし、基礎・基本の部分がおろそかにされているとも感じなかっ

た。指導者自身の研讃を含め、書写の得意な生徒やインターネットを活用してでも、

良いものを児童．生徒に示していくことがこれからますます必要である。

新指導要領の中でも書写の時間数を確保して、「伝え合う力」に必要な「書く」力

を、児童．生徒につけさせていって欲しい。
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石川Ｉ呪里缶写密通互嚢丈着き連国旦０，戎ら0①昂兵

1987.1.23有志が集い県下に校種一貫した書写書道教育研究組織設立に向けて懇談する会を発足させ
(昭和62年）る。（1988.2.26迄に9回の会合を開く）

1988.4.22石川県書写書道教育懇談会と改称し第１回の会合を持つ［金沢大学教育学部書道演習室］
(昭和63年）（1995.10.5迄に48回開催する｡）

1989.8.29石llMQ毎写召道教育連盟霞立総会［ホテル六華苑］

(平成元年）（平成２年度に第１回石川県書写書道教育研究大会開催することを決定）

平成元年度石llIHQ谷写岳迫教育連盟磯貝（敬称略）

名誉顧問

顧問

相談役

金子曽政く元金沢大学学長＞

南和男く石川県教育長＞

北西正二坂口敏田島庄吉 久田久信氷田茂良横西清

藤則雄く金沢大学教育学部長＞

[石川県教育委員会学校指導課長］

[金沢市小学校教育研究会書写部長］

[金沢市中学校教育研究会習字部長］

[石川県高等学校教育研究会書道部会長］

[石川書写の会会長］

[金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］

長
長
会
会
副

三宅正敏

何本隆成く金沢市立馬場小教頭＞

大野重幸く金沢市立金石中校長＞

佐藤政俊く金沢女子高校長＞

山田泰正く鹿島町立越路小校長＞

法水光雄く金沢大学助教授＞

[金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］兼任

幼・保部：嘉門久直く森本幼稚園長＞

小学校部：森川登夫く津幡町立中条小校長＞谷村修次く小松市立蓮代寺小校長＞

中学校部：松寺淳照く金沢市立森本中教頭＞

高校部：中山武久く津幡高校教諭＞

理事長

副理事長

吉田一郎く小松市立向本折小校長＞

木本峰生く七尾市教育委員会学校教育課長＞

監事

県教委学校指導課：

[小学校・中学校(国語科書写)担当指導主事］

[高等学校(芸術科書道)担当指導主事］

理事

永井志津子

高沢幹夫

＊金沢地区

：幼・保部：

：小学校部：

：中学校部：

：高校部：

：障害児学校部：

青山洋子くみどり・かわい幼稚園副園長＞

林道子く南小立野小教諭＞中川晃成く館野小教諭＞

干場和子く野田中教諭＞古本佳世く野田中教諭＞

林昭悦く金沢女子高教諭＞石浦義彦く金沢泉丘高教諭＞

南進く県立養護学校教頭＞

＊加賀地区

：小学校部：

：中学校部：

：高校部：

：障害児学校部：

穴田孝子く三谷小校長＞川筋登史己く向本折小教頭＞市村良二く木場小教諭＞

阿戸壮一郎く丸ノ内中教頭＞

東野洋子く小松市立女子高教諭＞北室正枝く金沢西高講師＞

川上千鶴子く小松養護学校高等部主事＞

＊能登地区

：小学校部：

：高校部：

西野和代く天神山小学校長＞福田教導く金ヶ崎小学校教頭＞

螺喜代子く飯田高校教諭＞大場豊治く七尾高校教諭＞

－３７－



事務局

:事務局長：永江芳教<金沢商高教諭＞

:副事務局長：久田英夫<金沢中央高校教諭＞中川晃成く館野小教諭＞

:庶務部：部長・中田稚子<森本中教諭＞副部長･宮嶋雅美く明和養護学校教諭＞

:会計部：部長・佃さえ子<千代野小教諭＞副部長･八田和幸く鳴和中教諭＞

:研究部：部長・金田京子<宇ノ気小教諭＞副部長･嵐雪絵く金大付属中講師＞

:会報部：部長・板橋法子<河南小教諭＞副部長･西尾恵美子く中島小教諭＞大坂育代く湯野小教諭＞

:研修部：部長・八田和幸<鳴和中教諭＞副部長･北村千恵く山中小教諭＞

:調査部：部長・大浦努<大浦小教諭＞副部長･宮崎聡美く松波小教諭＞西川真理く野々市小教諭＞

第４回全国大学書写書道教育学会・平成元年度全国大学書道学会

・平成元年度日本教育大学協会全国書道教育部門会《後援》

第１回理事会［金沢商業高等学校］

『石川県書写書道教育』（創刊号）発行

１１．１５

～1７

１２．１

１２１０

1990.5.18第２回理事会［金沢商業高等学校］

(平ｌｉ２年)１０．１『石川県書写書道教育』（第２号）発行

11.19第１回石ⅡINH■写缶迫教育研究大会

［金沢市立南小立野小学校･金沢市立野田中学校･石ⅡI県立金沢泉丘高等学校］
第３回理事会

第４回理事会

『石川県書写書道教育』（第３号）発行
第５回理事会［金沢商業高等学校］

「石川県書写書道教育」（第４号）発行

１９９１．２．２３

(報３年）３．１
６．４

１０．３０

11.18第２回石川県缶写杏迫教育研究大会

［野々市町文化会館･野々市町立野々市小学校･石jIIHQ立葵瞳学校］
第６回理事会

第７回理事会［金沢ガーデンホテル］

「石川県書写書道教育」（第５号）発行

第８回理事会［金沢中央高等学校］

『石川県書写書道教育」（第６号）発行

１９９２．３．２６

(砿４年）３．３０

５．２８

１０．２０

11.18第３回石川児＝写害迫教育研究大会［金沢市立唱和中学校］
第９回理事会

1993.3.30『石川県書写書道教育』（第７号）発行
(vlji5年）６．４第10回理事会［金沢中央高等学校］

11.11第４回石ⅡI県＝写＝道教育研究大会

［石111県立金沢商業高等学校･金沢市立古樫小学校･石ⅡI県立金沢泉丘高等学校］
第１１回理事会

『石川県書写書道教育』（第８号）発行

第１２回理事会［金沢中央高等学校］

第４回石川県書写書道教育研究大会第１回実行委員会

１９９４．３．３１

(稲６年）６．４

10.19第５回石llIHL谷写呑迫教育研究大会[小松市立女子高等学校･小松市立安宅小学校］
第13回理事会

－３８－



１２．１『石川県書写書道教育』（第９号）発行

1995.3.30『石川県書写書道教育』（第10号）発行

(平成７年）６．６第14回理事会［金沢商業高等学校］

９．２０『石川県書写書道教育」（第11号）発行

１０２０筋e回石llMQ呑写杏逝教育研究大会[鹿島町立越路小学校･ﾗﾋﾟｱ鹿島］
第15回理事会

『石川県書写書道教育』（第12号）発行

第16回理事会［金沢商業高等学校］

第17回理事会［金沢商業高等学校］

『石川県書写書道教育」（第13号）発行

１９９６．３．

(vMi8年）４．２５
６．６

１０．

11.21第７回石llIHQ缶写香道教育研究大会[金沢市立弥生小学校･石川HL立金沢中央高等学校］
第18回理事会

１９９７．３．『石川県書写書道教育』（第14号）発行

(平成９年)6.25第19回理事会［六華苑］

10．『石川県書写書道教育』（第15号）発行

１１２１第B回石jIIHq呑写缶迫教育研究大会[加頁市立南郷小学校.加頁市文化会館］
第20回理事会

『石川県書写書道教育』（第16号）発行

第２１回理事会［六華苑］

「石川県書写書道教育』（第17号）発行

１９９８３．

(稲10年）７．１８

１０．

１１．２第９回石ⅡIHO杏写宕迫教育研究大会[内灘町立大根布小学校･内灘文化会館］
第２２回理事会

『石川県書写書道教育』（第18号）発行

第23回理事会［六華苑］

『石川県書写書道教育』（第19号）発行

1999．

(砿11年）

3．

６．１６

９．

10.19第１０回石lIIUR書写＝逆教育研究大会[七月市立天神山小学校･七用サンﾗｲﾌプラザ］
第24回理事会

２０００．３．『石川県書写書道教育』（第20号）発行

(砿11年）６．９第25回理事会［六華苑］

１０．「石川県書写書道教育』（第21号）発行

127第１１回石jlI県缶写書道教育研究大会[金沢助労者プラザ］
第26回理事会

２００１３．「石川県書写書道教育」（第22号）発行

(平成１３年）６．９第27回理事会［六華苑］

１０．『石川県書写書道教育』（第23号）発行

12.ｓ第１２回石川県＝写香道教育研究大会[根上町総合文化会館］
第28回理事会

－３９－
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石１１１県害写呑逝教育研究大会のあゆみ

～基礎基本をふまえて､昼かな心を育てる谷写谷逝教育～

回 閲催日 公■授采
毘念戒洩

匿回 誼■

１ 199011.19

金沢市立南小立野小学校2年

金沢市立野田中学校1年

石jII県立金沢泉丘寓等学校1年

久米公先生
(文部省担学官・

千葉大学教授）

｢新学習指導要領のめざす杏写谷逝の学習指導」

２ 1991.11.18

野々市町立身々ＷＭ､学校1年･6年

石jII県立養腹学校

(学校公開･クラブ活動等）

領木湖山先生
(帝京大学教授）

｢児童生徒の心を弓Iきつける具体的な指導方法」

３ 1992.11.18
金沢市立田和中学校1年 久米公先生

(千葉大学教授）
｢学習指導の殴適化のために」

４ 1993.11.11

金沢市立宮橿小学校3年

石jlI県立金沢自乗高等学校1年

石川県立金沢泉丘高等学校1年

(実
｢江戸時代の谷教育-111柳に見る手習い_」

５ 1994.10.19

小松市立安宅小学校6年

小松市立女子U■等学校1年

柳下昭夫先生
(東京窓政大学観師.

Ui教育混租審法会委pH）

｢文字感覚を養い自ら学ぶ意欲
をN訂Oもる谷写書道数F『のあり方」

６ 1995.10.20

・鹿島町立越路小学校5年

研究発表喝昼顔学校）

浦野俊則先生
（＝松学舎大学教授）

｢漢字は生きている」

７ 1996.11.21

金沢市立弥生小学校4年

石jIl県立中央高等学校2年次

･研究発表(中学校）

平形精一先生
(WP岡大学教I受）

I意欲を高めるための毎写密道教育」

､８ 1997.11.21

加賀市立南郷小学校4年

･研究発表(中学校･高等学校）

宮澤正明先生
(山梨大学助教授）

｢実験を通して考える谷写6寄道」
－｢手本が無くてもがける｣をめざして－

９ 1998.11.2

内灘町立大根布小学校3年

･研究発表(中学校･大学）

平形精一先生
(静岡大学教授）

｢これからの杏辱書道教育の方向とgH題」

1０ 1999.10619

七尾市立天神山川､学校5年

剖凸閲学習(幼稚団）

･研究協麟

_久米
(大東文化大学教授）

｢谷写･讐遊教育における今日的課題』

｢－１

･１１

｢~~￣

2000J12.7

斤呑講圃雷喜ｦ弓手ﾃーーーヨ
,．Ｌユ必已■ロコワィヨジゾ.秒且

､パネルディスカッション

貝研究発表

函国一廓…＝■￣鮖国忠唾函

可碩制＝=＝

…￣￣－－－－￣￣－－－－

''１
￣田■野

￣￣－－－－



平成13年度 ﾌＥｒノＩＩＬ岸堅奇亨書写善F韮自匠孝h、篁苛逗二目瑁L手受與=ミ (敬称略）

顧問山岸勇く石川県教育委員会教育長＞

相談役北西正二坂口敏田島庄吉久田久信氷田茂良横西清

参与吉田一郎森川登夫木本峰生谷村修次南進河本隆成

福田教導永井志津子中山武久☆林道子

藤則雄く金沢学院大学教授・前金沢大学教育学部長＞会長

副会長

［石川県教育委員会学校指導課長］村井加代子

［石川県私立幼稚園協会理事長］源通く妙源寺幼稚園園長＞

［金沢市小学校教育研究会書写部長］☆金丸洋子く金沢市立米泉小学校校長＞

［金沢市中学校教育研究会書写部長］金浦修郎く金沢市立城南中学校校長＞

［石川県高等学校教育研究会書道部会長］☆寺島恒機く県立金沢錦丘高等学校校長＞

［石川県特殊教育諸学校校長会代表］☆新保紘子く県立医王養護学校校長＞

［石川書写の会会長］☆細川聰く志賀町立堀松小学校校長＞

［金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］押木秀樹<上越教育大学助教授＞

〈前金沢大学教育学部助教授＞

石浦義彦く県立金沢泉丘高校教諭＞理事長

副理事長

：小学校部：☆大浦努く金沢市立不動寺小学校教諭＞

北野勝彦く小松市立稚松小学校校長＞

西村由紀子く七尾市立有磯小学校校長＞

：中学校部： 桶成好江く田鶴浜町立田鶴浜中学校教諭＞

：高校部： 林昭悦く県立津幡高等学校教諭＞

：盲･ろう･養護学校部：☆中西幸夫く県立錦城養護学校教頭＞[県特殊教育諸学校

教頭会代表］

監事富樫慶樹く金沢市立芝原中学校校長＞松井喜美子く河合谷小学校校長＞

理事

＊石川県教育委員会

［小学校・中学校(国語科書写)担当指導主事］

［高等学校(芸術科書道)担当指導主事］

高絹子く七尾教育事務所指導課長＞

塩泰尚く学校指導課主任指導主事＞

－４１－



＊金沢地区

：幼・保部：青山洋子くみどり・かわい幼稚園副園長＞

：小学校部：☆石野昌子く長坂台小学校教諭＞中川晃成く蕪城小学校教諭＞

：中学校部：福島絹子く金沢市立長田中学校教諭＞古本佳世く城南中学校教諭＞

：高校部：永江芳教く松任高校教諭＞久田英夫く金沢伏見高校教諭＞

：大学部：北室正枝く金沢大学講師＞

＊加賀地区

：小学校部：

：中学校部：

阿戸壮一郎<松陽中学校校長＞

小座間美智子く山中中学校教諭＞高市比呂子く東和中学校教諭＞

＊能登地区

：小学校部：

：中学校部：

：高校部：

：盲･ろう･瀦学柵：

帽子山瑞枝く西岸小学校教頭＞

山田寿一く中島中学校校長＞

蝿喜代子く県立飯田高校教諭＞

清水徳典く七尾養護学校教諭＞

大場豊治く中島高校校長＞

事務局

中川晃成く蕪城小学校教諭＞

岩田稚子く高岡中学校教諭＞

:事務局長：

:副事務局長：

:庶務部：

部長・田中学く金沢中央高校教諭＞

部員・北野京子く大根布小学校教諭＞

副部長・山口雅美く額小学校教諭＞

･柿木千鶴く松南小学校教諭＞

:会計部：

部長・西尾恵美子く福岡小学校教諭＞

副部長・岸瑞代く大聖寺高校講師＞部員・山沢聡美く中海中学校教諭＞

:研究調査部：

部長・八田和幸く港中学校教諭＞副部長・水上真由美く金沢商業高校教諭＞

部員・西脇良樹く小丸山小学校教諭＞・北村千恵く南郷小学校教諭＞

・坂井雪絵く羽咋小学校教諭＞・木之下知子く小立野小学校教諭＞

:会報部：

部長・佃さえ子く松陽小学校教諭＞副部長・新谷幸一く小立野小学校教諭＞

部員・礒野美佳く星稜中学校講師＞・寺井純子く直小学校教諭＞

・中辻育代く粟生小学校教諭＞・吉田美晴く中央小学校芳斎分校教諭＞

－４２－



石川県書写書道教育連盟規約

第1条（名称）本会は､石川県害写書道連盟と称する。

第2条（本部･事務局:本会の本部を金沢大学教育学部内におき､事務局を事務局長の在勤枝におく。

本会は､授業研究を中心として､県内の幼稚園(保育園･保育所)･小学校･中学校・
高等学校･大学(短期大学･専門学校)･障害児学校等の一貫した書写書道教育と
書道文化の更なる充実発展に努めるとともに､会員相互の親睦を図ることを目的とする。

本会は､前条の目的を達成するために､次の事業を行う。
（１）研究会の開催
（２）会報の発行
（３）関連する学会･研究会･内外諸機関との連絡と協力
（４）講演会･講習会の開催
（５）調査研究
（６）その他必要な事業

本会は､県内の幼稚園(保育園･保育所)･小学校･中学校･高等学校･大学(短期大学。

第3条（目的）

第4条（事業）

第5条（組織）
専門学校)･障害児学校の教員及び本会の目的に賛同するものをもって組織する。

本会に､下記の役員をおく。
会長１名副会長若干名理事長１名
副理事長若干名監事若干名理事若干名
事務局長１名副事務局長若干名
（１）事務局には､次の六部をを設け､各部とも､部長1名､副部長1名、

部員若干名をおくものとする。
・庶務部・会計部・研究部・会報部・研修部・調査部

（２）本会に､名誉顧問･顧問･相談役･参与を推戴することができる。
（３）役員の選出と任期は､下記のように定める。

（１）役員は理事会において選出する。
（Ⅱ）役員の任期は一か年とする｡ただし､再任は妨げない。

本会の理事会は､本会の運営及び事業に関する重要事項を審議決定する。
（１）理事会は必要に応じて､会長が召集する。
（Ⅱ）理事会は､第6条における､会長･副会長･理事長･副理事長･監事・

理事･事務局長･副事務局長･事務局各部長によって構成する。

本会の経費は､会費及びその他の収入をもってこれにあてる。

本会の会計年度は､４月１日に始まり､翌年３月３１曰に終わる。

第6条（役員）

第7条（理事会）

第8条（会計）

第9条（会計年度）

第１０条(監査）

［附則］

本会の会計は､監事によって監査を受ける。

規約の改訂は､理事会の議決を経なければならない。

平成元年８月２９日制定
平成２年５月１８曰－部改定

第１１条

－４３－
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新しい書写

北陸支社:〒920-0918金沢市尾山町1-8朝日生命金沢ピル
TEL,O76-222-7581FAX､076-232-2719

ホームページ…httpWWww・tokyo-shoseki､CO.』ｐ東書Ｅネット…http://ten・tokyo-shoseki・CO・iｐ

書写練習
●｢新しい書写｣に完全準拠しています。

ロ、時
全面改訂

●教科書と同じ執筆者の文字を使用した練習帳です。

[石川書写の会]コンクール課題付き

採用校に書き初め手本(実物大)を進呈

●｢基本｣｢練習｣「まとめ｣のページで､教科書にそって段階的に技能の向上が図れる

構成にしています。

●筆使い･字形･筆順などの書き方のポイントを色刷りで示しています。

●3～6年は､毛筆教材中の硬筆文字も収録しています｡毛筆･硬筆の関連学習に効果

的です。

鯛

宇野雪村･西林昭一･福本雅一糧著

A5判ﾉｱB８頁

本体ﾌ5ﾌS円(税別）

書･籔刻･文房に関して、中国・日本の書論･随筆･詩などから名言･名句を集め､やさしく解釈･解説した

読む辞典｡学書･指導･鑑賞の指針となる初めての書の名言辞典。

●、

Ｉｌｌｉ
束守＝￣

け

い

■
1.2年各上･下巻/3～6年各1冊

B5変型判/各26～36頁/4色刷

定価各320円(本体各305円）
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練習にも作品にも最適品

朴八

公仏

二一

９ｔ

〒639-1134大和郡山市柳１の１

ＴＥＬ大和郡山0743-52-3251

FAXO743-52-3253

●
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茂習用IUDら作品用まで
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目
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浪墨

作品用自逝債
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〒731-420O広島県安芸郡熊野町１８９７TELO82(854)0019㈹
〒580-0014松原市岡６丁目５－５０TELO723(35)0605
〒224つ032機浜市都筑区茅ケ崎中央31-1壬201TELO45(942)4119
ショップ”

センター広島店
〒730-0013広且市中区八Ｔ堀５－２９TELO82(222)1919
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●

〒6800912島取市商栄町155番地

●
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感競月ZSpm巴蚕厘麓S浮凋ワ鹿耳団ｹﾞ宿

何観耐西田M毎蟹⑪鰯固・暉口

Ｃ祷鹸Mﾋﾞｲ&ｶﾞｰﾝ美香竃工芸
933⑪鋼１本社宮山県高岡市内免４丁目－６－３３
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平成１４年度光村図書版教科書完全準拠

●小学校書写児童用教材

書写の練習

毛筆書写の練習

１．２年上下
3～６年年刊

各320円（税込）

3～６年年刊各420円（税込）

●小学校書写指導用資料（学校備品）

⑮毛筆書写指導ビデオ

書写掛図（硬筆）

書写掛図（毛筆）

●中学校書写生徒用教材

中学硬筆練習帳

VHS全３巻
各約３０分

１．２年

各１巻

3～６年

各１巻

1年/２．３年
全２冊

光村教育図書株式会社

A4縮小判２４ページ
1～６年４色刷り

B4判各３２枚

3～６年２色刷り

各9,975円（税込）監修・指導

各12,600円（税込）

各16,800円（税込）

各350円（税込）

金子卓堀

宮澤正明

縦841ｍｍ×横594mｍ
各巻１２枚２色圃り

縦841ｍｍ×横594ｍｍ
各巻1ｓ枚２色刷り

Ｂ５判各24ページ

2色刷り

〒１４１－００３１東京都品111区西五反田2-27-4

ＴＥＬＯＳ－Ｂ７７ｇ－Ｏ５Ｂ１ＦＡＸ・oＳ－Ｂ７７ｇ－Ｏ２Ｓ６

筆画墨･紙･硯･壹騨豪･掛勤ク

丈島四宝 鉱費’豊
〒g20-OOO2金沢市千木１丁目SS-1

TEL(076)２５Ｓ－ＯＧ１Ｓ

ＦＡＸ(076)ｚ５Ｓ－４Ｇ１Ｂ



･後援 ■■■■■■ 全国都道府県教育委員会・受講料
･試験の種類と程度

4級…基礎的な技術及び知識

3級…一般の技術及び知識

2級…専門的技術及び知識

1級…高度な専門技術及び知識

･試験日（同日実地）・特典
◎平成13年度第３回…14年１月27日(日）書写・書道教育に最適。大学・短大の入試で
。平成14年度第１回…14年６月16日(日）優遇。高校の単位認定に認められた。公的資
(毎年６月、１１月、翌年１月の３回実地）格が得られ、進学、就職に有利。

･試験地

全国主要都市、２０名で試験会場設置可■願書請求法一宛名明記の返信用封筒(8０

･受験者必読参考書刊行（申し込みは協会へ）円切手貼附)と切手200円を同封し､協会にご

硬筆：手引きと問題集（定価1000円〒310円）請求下さい。
毛筆：手引きと問題集（定価1100円〒310円）

〒170-0005東京都豊島区南大塚３－４１－３ＴＥｍ３(3988)3581㈹FAxo3(3988)3528

異臭曰 童
曰 会

文部科学省

認定 １１
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１級 ２級 ３級 ４級

硬筆 4,120円 2,060円 Ｌ550円 1,030円

毛筆 4,640円 2,680円 1,850円 1.030円

〃Ｓ
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Ｌ 中楠刀産
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畦Ｐ

二弓「

〒920-0953

金沢市涌波３丁目６
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Ｗパフ&．

<価格は税別〉

曰本習字酋及
東京餌文京区本郷Ｓ
〒II3-0033s03-381鑓

墨場必携唐詩選を書く 3800円

唐詩選の五言絶句・七言絶句２３９首収録

墨場必携白楽天を書く３８００円

白楽天の五言・七言絶句２００首と長恨歌

墨場必携唐詩選律詩を書く3800円
唐詩選の五言律詩と七言律詩１４０首収録

墨場必携名句を書く3800円
５．７．１０．１４字の名句を248句。釈文付

墨場必携少字数を書く３８００円
１．２．３．４字の語句を１７９句。釈文付

精選漢字墨場必携２２００円

上記シリーズ５冊の全語句を収録。釈文付

喧臣ﾖﾛ■詔是澤0－１

０
０
－
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１ シリーズ

書画

と冠

芸
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術の明日を創る

口 ソ

●

５Ａ こう

● ●

株式会社賛交社

本社京・UI科区勧修寺東出町4‐18075(572)89Ｍ

二条店京･中京区河原町通二条西入BO75(222)０３９０

企画･印、出版の分野から新しい時代のメッセージ

貸反登印 １１ 釜＝
本社●〒ｇ20-0855石Ⅱl県金沢市武蔵町７番１０号

ＴＥＬＯﾌS-2S3-2550㈹ＦＡＸＯﾌe23S-255S

工期●〒924-001ｓ石川日U松任市番匠町2SS番地

ＴＥＬＯﾌS-2ﾌ400B4㈹ＦＡＸＯﾌS-2ﾌ４００１ｓ

グループ会社●株式会社博文堂シナジー株式会社
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〒920-0806金沢市神官寺２丁目12-22

'IEL(076)252-1245（代表）

FAX(076)251-8461

教材・教具・文具

藤田教材

能美郡根上町浜町甲1９－３TELO761-55-4183

ミ
■■■■

きの指導にぴったり

えるパウチ狐エ 百田
会社

ツ

い

ト

＜

'す
’
●

ヤマガ三共實社
名入って見やすい〒921-8001金沢市高畠3-154

ＴＥＬ２９１－１２５０ＦＡＸ２９２－８００８

あすを築く教育のいしずえ

学校教材販売

書道セット

かきかたノート

有限
会社

⑪ 北陸青葉

本田教材社
金沢市寺町１丁目３－２６

召（076)2４１－１３３９

FAX(076)2４１－７７０５
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本社／〒921-8044金沢市米泉町８丁目８番地

ＴＥＬ．（０７６）２４７－２２３１
ＦＡＸ（０７６）２４７－３６１２

片町店／920-0981金沢市片町１丁目７番17号

ＴＥＬ（０７６）２６２－９３３３
ＦＡＸ（０７６）２６２－９３３３

■ ■■

松任市旭丘１－４′IＥＬＯ７６－２７６ ■■■■■■■ １３１１

教材教具．視聴覚機器・ＯＡ機器・ワープロ・パソコン

株式会社 夕．イシン
金沢市米泉８丁目105

ＴＥＬ２４３

ＦＡｘ２４３

￣

￣

１５５５

１７８３



赤ちゃん.ご家族･成人式｡ご入学･七五三･証明写真･商品撮影。

婚礼写真･葬儀用写真･デジタルカロエ･デジタルプリントetc

Ｖ－－－二

写真の＝

●本店／津幡町津幡ハ9６－１西２８９－４１８１
FＡｘ２８９－２１４３

●森本店／マイモールモリモトｓ２５７－３７８０
●新神田店／金沢市入江１丁目２８冠２９１－８０２２

■■■■■肋 Ｅ１
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ＯＡ機器・事務器・文具・紙製品

百々商 会

〒g20-0202金沢市木越１丁目69番地

TEL・ＦＡＸ２５７ ２０６５

学校教材･文具･事務用品

松任

夢 ご

市新田町1０－３

TELO76-Z74-s370

＝
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近麓曰本ツーリストは縫合旅行会社として初めて

理境實理システム国際規格ＩＳＯ１４００１の麗証を取得しました。
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人が好き。地球が好き。旅がスキ。
国土交通大臣登録旅行業第20号（社)日本旅行業協会会員

近霊巽垈ＺＺ町日ソＬ■ノブ⑰-‐

〒920-0981金沢市片町1-1-34（第一生命ピル1階）
TEL（076)232-0561ＦＡＸ（076)232-3228
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JOA-EM17鞘

営業時間／月～土曜１０：００～１８：００

定休日／日曜・祝日・年末年始

--－－

金沢支店
〒9200918 ＴＥＬ(ＯフＳ）２Ｓ１－２１２ｓ
金沢市尾山可3番20号(日本生命金沢ﾋﾞﾙ）ＦＡＸ(ＯフＳ）２２Ｓ－１２Ｂｇ

金沢名邇鉄丸越案内所
〒920P0855

金沢市武H百町１５番１号(金沢名鉄ﾌh趣百貨店３F）

ＴＥＬ(ＯフＳ）２Ｓ０－２４ｓフ
FAX(ｏフＳ）２ＳＯ－２ＳＳＯ

限会

塁ヨ
￣

￣

￣

■

代表取締役浅田徹

野々市町本町４丁目16-31ＴＥＬ248-2367㈹

■

P
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スタジオ撮影ビデオ撮影出張撮影
スクールアルバムコマーシャルフォト

金沢市彦三町二丁目五一五〒920-0901

Ｅ（076）231-6456
FAX（076）221-1097

● と

⑰920-0902金沢市尾張町１丁目７－８

OＢ

ａ金沢Ｏ76-264-3288㈹FAXO76-262-4537

、

わ賀

〃

金沢市片町1丁目10-5ＴＥＬ(076)221-2848



－

－

－

Ｌ

ﾉ'二ｉ

､Ｐ

ＬＰ

●

刀 し 、 Ｉ

０

北
I■■￣

感性とテｸZノロジーが、

Ｉ快適な学生服を倉Ｉ造しま説

服
〒921-8031金沢市野町4丁目7-5

会

TEL(076)241-3457ＦＡＸ(076)2仏-3235

■

「’

PＲＩＮＴＩＮＧ
RＥＮＡＩＳＳＡＮＣＥ
伝えたいことを、伝えたい人に
印刷とマルチメディアの栄光プリントです。

●

式会社

ひ

■

ﾘント
〒g20-0806金沢市神宮寺3-4-17

TEL(076)251-3076ＦＡＸ２５２－２ｇｌ７

http://www・eiko-pco・jｐ

ｍＹｋ籔窪画

巳ヨーkni1e
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コーヒーハウス

≦IIP:1匿圏;i記し
■蜀鯉ﾖ罰印Ⅳ団困■圧ｮ田砺房■■■

(１２名様までＯＫ１部屋代無料・要子約）

■営業時間ａｍ８:00～amO:00／年中無休

■

一一一一~■「￣-－

－－￣…感顯…￣

ｂ
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参考書･心理検査･各種教材

株式
会社 布村教材社

〒ｇ２０－Ｏ８１１金沢市小坂町中３５－４

TEL(076)251-1702

FAX(076)251-1701

11iii篝i111L贄iｊｉｉＬ
TEL(076)２２１－ｅｅＳＳＴＥＬ(076)２４１－ＴＴｅＯ
〒920-0864金沢市高岡町2２－５〒921-8164:金沢市久安2丁目330番

歴堕日野■■空顛亜皇■堅一⑪認亜型
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せせらぎb､街柿木畠園

ろつのみや

③920-0962金沢市広坂1丁目１番30号ＴＥＬ､076(234)8111㈹

覆冊

通、の丘

うつのみIＤ
ﾐｭｰ,Ｗン

うつのみや
片町ロル

童
２
国
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￣

●暁教育図書の教育図書・教材
●宙曰の学習教材ｒはつらつ

北 図書
副＝

ﾜ12

金沢市石引4丁目４－４

ａ(076)２３２－２４２５㈹
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石津表具店

京都市中京区壬生馬場町1６－５

TＥＬＯ７５（812）３３１８

㈲ハロ ￣ バッティングセンター

草野球から学童・中学・寓校野球まで野球情報が満載

http://www・nsknet・or・jp/～hellobc／index・htm
E-mail:hellobcOnsknct・ｏｒ・jｐ

〒920-0016石川県金沢市諸江町中丁１７９－３
ＴＥＬ/０７６．２２３．０５４１ＦＡＸ／0７６．２２３．０５６２
営業時間ＡｌＩ９：００～ＰＨ１１：００

、

壁襖

貼製

工作

事部

／

曰本画・洋画

岡田錦成,堂
安江町13表具屋'１蝿ロ金沢221-3658

／

美

術

部

、

屏 掛

軸

諸紙・印刷・文房具・事務用品

鷹田弘文堂

〒920-0831金沢市東山３丁目10番43号
ＴＥＬ・ＦＡＸ２５２ ９３４１

Ｉ

LifeandTechnology

Ｉ
ＰＨＯＮＥ(076)222-O565FykX(076)224-0581
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